
令和７年度 片原一色小学校学校運営協議会 第１回会議報告 

令和７年６月５日（木） 

１１：１５～１２：００ 

於 会議室 

１ 開会の言葉 

 （参加者）地域代表４名、保護者代表３名、学校代表５名 

 

２ 校長挨拶 

 ・ 新１年生２６人が入学し、通常級が６学級、特別支援級が３学級、全校児童１５０名となった。 

 ・ 今年度より給食業務が民間委託され、東洋食品の方が給食を作っている。委員の皆様には第３回学校運

営協議会で実際に召し上がっていただく予定。 

 ・ 令和８年度の修学旅行は、アジア・アジアパラ競技大会の影響もあり１２月初旬に実施予定。令和７年

５月に令和８～１０年度の修学旅行を依頼する業者の入札を行い、参加した２社から、費用がより安い業

者に決定した。現５年生の在籍数が１８人と少数で費用の負担増が見込まれるため、添乗員を片原一色

小、清水小、国分小の３校で一人とし、同じルートで回ることなどにより旅行費用を抑えていく。 

・  今年度より、Tetoru、Teams により野外教育活動説明会を紙面開催とする（資料配信）。 

 

３ 学校運営協議会委員の委嘱 

  （校長より委嘱状配付） 

 

４ 会長、副会長の選出 

 （会長）  服部良夫 民生児童委員 

  （副会長） 水野利江 令和６年度ＰＴＡ会長 

 

５ 協議事項 

 （１）本年度の学校運営基本方針について（校長） 

    昨年度第３回の学校運営協議会で承認を得た学校運営基本方針をもとに運営している。 

    安全対策として、職員玄関にはインターホンを設置し、北門は常時閉めるようにした。信頼される学

校づくりを目指し、学校評価に基づいた学校運営を行っていく。 

 

① 教育活動について（教務） 

・ 過去３年間は表現力に力を入れて取り組んできた。今年度は、めあて・学習課題・まとめ・振り

返りを軸とした授業づくりにより、児童の主体的な学びを促していく。 

・ 「やり遂げられそう」「自分ならできる」など、児童の自己効力感を高めていくために、学校と地

域で協力していきたい。 

 

② 施設・整備について（校務） 

・ 今年度は給食室の漏水防止工事が行われる予定。給食室のインターホン不通に伴う修繕工事は完

了した。 

・ 今年度新たに要望するものとして、現在、物置として使用している飼育小屋の撤去を挙げてい

る。蜂の巣ができて蜂が多く発生してしまったこともあり危険。また、避難所として使用される体



育館の収納カートの修繕も挙げた。 

 

③  学校評価計画について（教頭） 

・ ７月・１２月に学校評価アンケートを実施し、７月の結果は第２回、１２月の結果は第３回学校

運営協議会で共有する予定である。 

   

 （２）質疑応答 

    ・ 施設設備について、和式トイレは学校にあるか。児童が寺の見学にきた際に和式トイレを使えない

子がいた。トイレの洋式化が進んではいるが、まだ和式トイレもあるため、和式トイレの使い方を学

校で指導してもよいのではないか。（地域代表） 

→ プールに和式トイレがある。野外教育活動で宿泊する旭高原には和式トイレがあり、そこで使

う必要があるかもしれない。（学校） 

   ・ 修学旅行について、添乗員がいない場合の費用等はどのようになるか。（地域代表） 

    → 添乗員が１人もいないとなると、児童が怪我や病気になった場合等の緊急時に旅行会社との連

絡が円滑にできないかもしれない。しかし、添乗員を１人依頼するには８万円以上かかり、児童

一人あたりにすると約 4,000 円の負担が生じてしまうため、清水小・国分小と同ルートにするこ

とで添乗員を１人とし、費用を抑えて行きたいと考えている。どのようなルートで回るかについ

て、今後、３校で協議していく。（学校） 

        ・ 修学旅行の目的地に関して、清水寺はかなり混雑するため避けた方がいいかもしれない。（地域代  

表） 

     → 参考にさせていただく。（学校） 

 

 （３）その他 

 ・ 緊急下校訓練に関して、迎えに来られない家庭はあるか。（地域代表） 

       → 今まで迎えに来られない家庭はなかった。保護者等が来ない場合は、電話で連絡することになっ

ている。保護者等が迎えに来るまで児童は学校で預かるつもりである。（学校）  

友達の保護者にお迎えを頼むなど、工夫をしている家庭もあった。（学校） 

  

６ 本年度の学校課題の意見交換 

 ・ 学校サポーター制度の紹介（教頭） 

       Forms を活用して募集を行っており、まち探検や水泳指導の見守りで何人か応募があった。水泳指導につ

いては、児童のトイレの付添等もしていただく予定で、教員がプールから離れずに済み、とても助かる。 

     現在は募集範囲を保護者とその家族に限定しているが、いずれは地域に広げていきたいと考えている。 

   → 地域に募集範囲を広げる場合は、地域の組織を通して募集をかけるとよい。（地域代表） 

 

７ 閉会の言葉 

 


